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磯部東会長(右)より三壁伸雄教育長に意見書を提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６月２４日（金）に第８回協議会を開催しました。前回の協議会に引き続き、教育委員会に提

出する意見書の内容を中心に意見交換を行いました。特に「結果として『統合して良かった』と

思えるような統合」とするための手法について多くの意見が交わされました。 

本協議会では、昨年９月２４日から「三崎地区の中学校は今後どうあるべきか？」を様々な資

料や施設見学等をもとに精力的な検討を行い、平成２６年４月に三崎中学校と上原中学校を統合

すべきとの意見で委員が一致したことは、これまでの協

議会ニュースでもお知らせしてきたとおりです。 

これまでに協議会で出された意見を第８回協議会終了後

に最終的に「三崎地区中学校の適正配置に関する意見書」

として取りまとめ、７月１４日に三浦市教育委員会に提出

しました。 

提出した意見書は三浦市ホームページまたは三浦市教育

委員会総務課（青少年会館１階）でご覧いただくことがで

きます。 

意見書の提出と協議会ニュース（第８号）の発行をもっ

て、本協議会の役割をすべて終えることとなりました。 

今後、三浦市教育委員会ではこの意見書をもとに、三

崎中学校と上原中学校を統合するための実施計画を平成

２４年１月までに策定する予定です。 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

ホームページ http://www.city.miura.kanagawa.jp/soumu/tekiseihaichi-kyougikai.html 
 



 

○ 「統合して良かった」と言われるために、クラブ活動を活発化させる。それ自体も新しい中

学校の特色の１つにすべきだと思う。 

○ 三崎中学校と上原中学校が一緒になるにしても、伝統は捨てきれないだろうと思う。融合す

ることの難しさを頭に入れながら、でも、お互いにこんなことを頑張ってきているんだよと、

お互いに良いところを認め合って発展させていくことが必要だと思う。 

○ いくつかのクラスが集まってお互いに切磋琢磨するというのは色々な学校で

も経験しているので、合唱や体育祭などの学校行事では統合が良い効果を

もたらすのではないかと期待している。 

○ 通学区域がこれまでより広がるが、学校に対してかかわれる地域の力とい

うのは増えると思う。運動部などの指導者が足りない部分を地域の人材を活用していくとか、

そのようなことを学校作りの中で考えていかなければ、本当に統合して良かったということ

にはならない。 

○ 統合のメリットとして部活動を大々的に持ってくるというのは少し難しいと思うが、子ども

たちにとっては中学校時代の部活動はとっても良い経験になるし、色々なか

たちで子どもの能力を引き出したり、社会性を培ったりするためにどうし

ても必要なものである。 

○ 三崎中学校と上原中学校を統合した場合、特色というか伝統というか学校

の違いがあると思う。ライバル意識ではないが、お互いに競争しながら進

んで行けたらいいかと思う。そして、せっかく統合するのであれば新たな仕組み、新たな教

育の推進をしていくべきだと思う。 

○ 統合と跡地利用については両輪のように考えていったほうがいいのかと思う。統合があって

空いてしまったところを、さあこれからどうしようということでは、どうしても空白ができ

てしまうので、統合に合わせて、その後、空いたらすぐにどういう施設にするということを

提示していったほうがいいのかと思っている。 

○ 校名と統合のコンセプトは表裏一体の関係である。具体的には、１つ目として、

三崎地区を代表する新中学校の創出、２つ目は、三崎中学校と上原中学校の両校

の伝統を尊重した統合による新中学校の創出というコンセプト、３つ目は、ま

ったく新しい性格を備える新中学校の創出を目的とし、新校名を公募などで決

める、という３つのコンセプトがあるのではないかと考える。 

○ 校名はこれから入る子どもたちよりも、卒業された方たち、地域の方たちがすごくこだわり

があると思う。地域や卒業生の方が「これで行こう」と思えることがベターだと考える。 

○ 上原中学校の施設で平成２６年から開校して子どもたちを迎えることになると思うが、どう

いう学校を作っていくのかというイメージをできるだけ早く、皆さんのご意見もいただきな

がら固めていかないといけないと思う。 
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